
【事業の経緯】

都政-2  景観まちづくり刷新支援事業の経緯
別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

第 1回審議
(H30:今回 )

社会経済情勢
の変化等

H29 H31 16.1 7.87

1.夜間景観の廟新
(1)夜間景観整備事業
(2)上田町出雲1号線H2号線整備事
業
(3)稲佐山登山道街路灯整備事業
(4)稲佐山登山道案内サイン整備事
業
(5)稲佐山公園整備事業

2.祈りの景観の扁新
(1)平和公園地区周遊事業
(2)松山町大橋町線(松山橋交差点)
ほか1線整備事業
(3)平野町橋口町2号線整備事業

3.夜間景観の刷新
(1)本石灰町1号線ほか3線 (銅座地
区路地)整備事業
(2)中央公園整備事業
(3)唐人屋敷跡整備事業
(4)南山手環境整備事業
(5)出来大工町桶屋町線整備事業
(6)浜町伊良林1号線整備事業
(7)浜町伊勢町線整備事業
(8)江戸町2号線整備事業
(9)本石灰町丸山町線整備事業
(10)大浦町下町1号線整備事業
(11)トイレ誘導サイン整備事業
(12)誘導案内サイン整備事業



事業名
(箇所名)

景観まちづくり用u新支援事業
(長崎景観まちづくり用1新支援事業)

担 当謀
県長崎市

主体担当課長名 !長 中 J

実施箇所 長崎市景観まちづくり刷新モデル地区

骸当基準 社会情勢の変化等

主な事業の
著元

夜間景観の刷新(夜問景観整備事業等)、 祈りの景観の刷新(平和公園地区周遊事業等)、 まちなかの景観の刷新 (出来大工桶屋町線整備事業

等 )

事業期間 事業採択 平成29年度 完了 成31年度

総事業費 (億
円)

161 残事業費(億円) 42

目的・必要性

瓢臨闘穐言詠新_大夜景であ樋景の夜角の大きな鱗 万生R辮露鐸絆啄ぞ般程常臨 留資鍵鶴醍懸念されており、また、文化財等の建造物を照らし出す照明やそれらを巨
十分体験できていないため、夜景の魅力向上を図る、照明施設等の整備が求められている。
・平和公園地区については、2020年に被爆75周年を迎えるが、公国内の路面や施設の老朽化等により、景観が阻害されているため、原爆犠牲者

の冥福と世鼻平和を願う祈りの空間に心、さわしい景観が求められている。また、平和公園周辺に点在する被爆遺構などを巡る回遊路の整備が不

十分であるため、平和公国と一体となつた面的な景観の整備が求められている。

議 博 P躍 習 娠 (鞘藉 顧 雛 韓 財 酪 鍵 殺 i集 嬬 鑑 室5馳 鋸 ♂ Pが鑑 癬 聡 報 領 甜
を高めるための路面の美装化等の景観の整備が求められている。 ,

<達成すべき目標>

購 8ゝ里襴こFjみ郭雛鞠鐸晟議性聰鯉;翰宮
の嘘景の夜莉に加え、夜の観光地周辺を歩いて楽しめ,中・近景の
客数を4143万人(平成26年 )から4990万人(平成32年 )へと増加させるこ

とを目指す。
・祈りの景観の刷新について、平和公園やその周辺の被爆遺構を巡る回遊ルート等の景観整備により、祈りの場として空間の質を向上させ、観光

客数631万人(平成26年 )から710万人(平成32年 )へと増加させることを目指す。
・まちなかの景観の刷新について、世界遺産や文化財等の観光地周辺やその回遊ルートの景観整備により、観光地の更なる魅力向上を図ること

で、観光消費額1243億円(平成26年 )から1,600億 円(平成32年 )へと増加させることを目指す。

<政策体系上の位置付け>
長崎市第4次総合計画

1更益の主な
l長拠

景観まちづくり刷新支援事業費用便益分析マニュアル(平成30年 3月 )

単年度便益 市民(CVM)=185億円/年 観光客(TCM)=448億 円/年

事業全体の
投資効率性

骰総便益
〔億円)

12572 C:総費用(億円) 1597 全体B/C 787 B―C
EIRR

(。/6) |―

残事業の投
資効率性

骰総便益
(億円)

C:総費用(億円) 継続B/C

感度分析
・便益B+100/6,費 用C-100/oの場合 B/C=894
・便益B-100ッ6,費用C+10%の場合 B/C=685

事業の効果
等

・環長崎港地域における夜間景観整備や平和公園地区・まちなか地区における回遊路整備等により、観光客数・宿泊客数の増加、及びそれに伴う

観光消費額の増加等。

社会経済情
勢等の変化

・本市の人回転出数が日本一となり、人口減少が加速化するとともに、斜面地における空き家・空地が増加しており、交流人口の拡大による地域

活性化が求められており、事業推進の必要性が増している。

主な事業の
進捗状況

・事業進捗に遅れはなく、平成31年度事業完了予定である。

主な事業の
進捗の見込
み

・事業進捗に遅れはなく、平成31年度事業完了予定である。

コスト縮減や
代替案立案
等の可能性

これまで可能な限リコスト縮減を図つてきており、事業効率化に大きく寄与する新たなコスト縮滅は見込めない。

事業内容が評価されモデル地区に選定されたことから、代替案の可能性は無い。
'

対応方針 争は続

対応方針理
由

モデル地区選定時から事業計画の変更が必要な情勢の変化がなく、費用対効果も十分に見込まれるため。

その他



平成30年度
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

都政…2景観まちづくり用1新支援事業
長崎市景観まちづくり刷新モデル地区

長崎市

1

景観まちづくり刷新支援事業 餞国土交通省

観光立国の実現のためには、地域固有の優れた景観や歴史的な建造物等の景観資源を保全・活用するとともに、人

々が快適に移動することができるような空間口環境づくりを推進することが重要である。そのため、我が国に存在する良

好な景観資源の保全・活用による都市の魅力向上、地域活性化を図るため、日に見える形での景観形成を促進する景

観まちづくり刷新モデル地区を10地区指定し、集中整備により3年間でまちの景観を刷新する。

◆事業主体 :地方公共団体又は地方公共団体を構成員に台む協議会
◆対象事業 :国が指定した「景観まちづくり刷新モデル地区」内で事業実施主体が行う事業のうち、以下の事業メニューにE豚ヶ当するもの
◆ 補 助 率 :予算の範囲内で各事業の1/2以内
◆ 事 業期間 :原則として3年間

(1)景観資源の保全・活用に関する事業
外観修景、歴史的建造物等の保存、城址公国の整備、

ガードレール・路面等の美装化、街路樹の整備 等

(2)景観まちづくりに必要なインフラの整備
散歩道、広場、駐車場、交通結節点、視点場(展望台)の整備 等

[景観刷新のイメージ]

乏市
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[景観まちづくり刷新モデル地区を指定する都市一覧]
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平成28年 12月 28日  「景観まちづくり刷新支援事業」通知

再評価に至つた理由

再評価に至つた理由

評価は通常、新規採択時評価時からの変化について評価する。
かし、景観まちづくり刷新支援事業については新規採択時評価を
施していないことから、これに代わり、モデル地区選定時からの
化について評価するものとする。
し、B/Cについては、モデル地区選定時には測定していないこと
ら、「B/C≧ 1」 であることについて確認するものとする。

◆ 評 価 の 視 点 (景観まちづくり刷新支援事業 再評価実施要領細目)

(1)事業の必要性に関する視点
①事業を巡る社会情勢の変化
・社会経済情勢、上位計画の変更の有無及びその程度
・関連する他事業の進捗状況等

②事業の投資効果
・費用対効果分析の結果等

③事業の進捗状況
・事業実施のめど、進捗の見通し等

(2)事業の進捗の見込みの視点
事業実施の目途、進捗の見通し等
(3)コ ス ト縮減や代替案立案の可能性の視点
コスト縮減の方策、代替案等の検討

国
で
評
価
方
法
検
討

3

再
し
実
変
但
か

◆
◆
　
　
◆

4

平成29年 2月 6日  「景観まちづくり刷新モデル地区調査票」依頼

平成29年 3月 31日  「景観まちづくり刷新支援事業」予算内示
「景観まちづくり刷新モデル地区」決定

平成29年 4月 1日  「景観まちづくり刷新支援事業」事業開始

平成30年 11月 29日  「再評価実施要領細目」策定



評価項目

事業を巡る社会情勢の変化

評価項目

事業に対する地

元の理解・協力
の状況

上位計画
の変更

社会経済状況の

変化

景観資源
の保有状況

評価項目

評 価

・事業地区内の関係権利者、周辺住民等の理解・協力が得られて

いるか。

・民間事業者等の地域の関係者との連携 i協力が図られているか。

,上位計画等で、事業計画に重大な影響を与える事項の変更がな

いか。また、変更がある場合対処方針はあるか。

・周辺の人口、商業、経済等の動向において大きな変動はないか。

・社会状況、交通状況等に対応した事業計画となつているか。

t活用すべき景観の優れた地域資源※1及び外国人観光客を呼び込

める観光資源※2の保有状況に、滅失等の重大な変更がないか。

※1山、川などの自然景観や文化財等の歴史的景観など

※2城郭、寺社、温泉街など
0

事業の投資効果

評価項目

費用対効果

評 価

・便益が費用を上回つているか。(B/C≧ lH O)

事業の進捗状況

評価項目

事業の進捗状況

評 価

・事業進捗の著しい遅れ、長期にわたる中断等がないか。

事業の進捗の見込み

評価項目

事業の進捗

の見込み

評 価

事業の推移に大きな変動はないか。

事業の実施の目途が明確であるか。

コスト縮減や代替案立案等

評価項目

コスト縮減方策

代替案の検討

評 価

・建設資材、工法選定等によつて建設コスト縮減が図られるか。

・設計内容、整備内容等について代替案があるか。

6



♪

事業内容 計画期間 :平成29年度～平成31年度  事業費 :16.1億円

長崎市景観まちづくり刷新支援事業 全体計画
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事業目的

1.夜間景観の刷新
斜面市街地の灯りの整備による「遠景の夜景みがき」に加え、観光施設等の

ライトアップやそれらを巡る回遊路の街路灯の整備等による「中・近景の夜間

景観づくり」の整備を行うことで、世界新三大夜景都市の更なる魅力向上を図

る。

2.祈 りの景観の刷新
2020年に被爆75周年に向けて、平和公園は祈りの空間にお、さわしい景観の

整備や平和公園周辺の被爆遺構を巡る回遊路は歩きたくなるような景観の整

備を行うことで、恒久平和を世界に発信していく舞台にふさわしい景観まち

づくりを図る。

3.交 ちナょ｀か 暑を耳の 用II妾斤

世界遺産「明治日本の産業革命遺産」や「長崎と天草地方の潜伏キリシタ

ン関連遺産」の構成資産等の外国人観光客を呼び込める観光資源とそれを巡

る回遊路は歩きたくなるような景観の整備を行うことで、世界遺産都市に応、

さわしい景観まちづくりを図る。

<事業の効果 > ~
本事業により、本市が持つ変化に富んだ地形や歴史的背景により生み出さ

れた豊富な景観資源を更に活かすことで、交流人口の拡大が期待される。

9

事業目的
目 標 値

(長崎市観光振興計画2020)

※長崎市においては、景観まちづくり刷新事業のほかに、世界遺産を生かし

た観光対策や稲佐山のスロープカー建設などの事業も実施している。

10

平成26年度  平成32年度
延べ宿泊客数  414日 3万人 l吟 499万人

②観光客数 631万人 ⇒ 710万人

③観光消費額 1"243億円 ⇒ 1"600億円

可



事業内容 1.夜間景観の刷新

事業内容 1 夜 F日日 観の刷新
甲

整備イメージ 出島エリア
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事業内容 中日2日祈 りの 観 の 用II新

整備イメージ 平和公回 (祈念像地区 )
(平成29年度完成)

羮 登と
整備後

平野町精口町 2号 1腺
(平成30年度完成)

13

事業内容 日… 3日まちなカヽの景観の刷新

(3)整備イメージ
浜町伊良林 1号銀 (中島川・寺町)

(平成29年度完成)
41

南山手地区環境整備
(平成31年度完成予定)
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事業内容

事業内容

15

3か年で事業費総額約 16億円
(国庫補助率50%)

平成30年度末進捗率 約48%
※平成31年 (2019年)7月 末進捗見込 約75%

番号 事業内容 平成29年度 平成80年度 平成31年度 平成32年度以降 事業資

1 夜岡景観整備事業
92百万円 450百 万円 1383百万 円

6303百 万円

2
上田獨∫当建1号線・2号線整備ヨF
業

40百万円
40百万円

3 襴佐山壁山道衛路灯整備事業
10百万円 345百 万 円

'45百
万欝

奪 櫂佐山善山遠案内サイン基備事鼻
4,98百万円

498百 万円

稲佐山公固整備事業
38百万円

38百万円

3 平和公囲地区周逆事業
145,3百万円 70.6百万円 Ⅲ22,06百万円

387.38百万円

,
除山町大橋81線(松山構交差点)
十まか1擦筆備事業

32百万円
32百万円

8 平野町協口町2号陳整備亭集
45百万円

45百万円

9
ホ石灰町1号繰ほうヽ3線 (鍛盛地
区路地,建備事業

24百万円
24百万円

i0 中央公囲整強事業
2&8百 万円

238百万 円

1' 磨人隆触跡整備事業
2百万円 10百 万円 10百万円

22百万円

12 薄卜着手畷競整備事業
20百万円 20百万円

40百万倒

13 出来大三町桶邑町線装備事業
95百万円

05百万 円

14 浜町伊良林1号線整備事業
14百万円

44百 万 円

15 浜町伊勢田「線整備事業
31百万円 31百万円

62百万円

手薬内容 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度以降 事業費

1む 江戸町2号練整備事業
20百万円

20百万円

17 本石灰町丸山町線整備事業
10百万用

10百万円

18 火潮町下町1号線整備事業
11百 万円

11百万円

19 トイレL考導サイン整備事業
062百 万円

062百 万円

20 誘導案内サイン整備事業
178百万円

178百万円

計 5075百 万円 73998百 万円 35e36百 万円 160684百 万円
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費用対効果分析

CVM:意識に与える効果 (景観に関する潜足度・好感度の向上)
TCM:行動に与える効果 (景観向上による来節著数の増加 )

17

費用対効果分析

(1)CVM(仮 想的市場評価法)

(2)TCM(旅 行費用法)

観光客に適用する

便益計測手法を選択

(CVM or TCM)

地域の住民に適用する

便益計測手法を選択

(CVM or TCM)

観光客に生じる

便益の計測
地域の住民に生じる

便益の計測

便益を合計

O市場で金銭取引されていない価値について、人々に支払意思額などを
尋ねる手法。

O支払意思額は、ある事業を実施する場合に手に入れられるもの
(例 :用J新事業の実施により得られる良好な景観)な どに対 して、支払

ってもよいと考える額の上限値。

O事業の効果 日影響を受ける人に、アンケー ト調査を用いて、直接回答
を求めることが一般的。

○評価対象地(例 :モデル地区)を訪問することで得られるあらゆる価値

と認めていることを前提とする手法。            I
O旅行費用とは評価対象地を訪間するために「支出する交通費等の費用」
と「費やす時間の機会費用」の和を指す。

について、評価対象地までの旅行者用を掛けてまでも れる I 伯する

18



費用対効果分析 調査で使用 した整備イメージ

3つめコンセクト 漁1喚隠票霞の駐留ll =■ 1手う1‐ 漂観て~l需ど斯 ど拿尋そ=′

。→奉証
==´ ' 
に基づ書、平成91年盛、争での3年盈嘔、業学的に象観霞鶴を行います

・lLa

争脅金田

資瑯

■ ユ`la公 田地区 (析りの農観・ま鶴景観の町断 ,

T和■R ll_■ 命宙盛嬌
-0“
R録 領,)HB

帝
`011日
入 0追 誌 (r,■ 子Ⅲ

Ekla島 1疇 逸偲【草子Jを かの議鞭・夜欄最機のBl顔 ,

る・ 事ゝⅢ
`鳩
建 :凍 1襲 轟秘秦菱 rl

中a“「ilIす誉醸 B捜 金章盛i

一

・

二

」

薔取幾季 =森と拍手堪墓で譲名なか0最 緞・蔽顔鍛観の藩赫 3

善ヽt

当 r,マ

デラぶ…麟機 l蒻
`盪

麓σ,菱嶺 !

誘驚喉 1喪摘盤懐め重俗ア

■寺町絶冨てまちなかの最覆 t夜廠景観のalti:

4B,こ り:違 轟め長義14:

書尊4サ 1登 番語強すジ鬱■ |

19

費用対効果分析
ヽ
１
／

司

ｌ

／
‥
ヽ CVM(仮想的市場評価法)

<市民向け>
仮に、全事業を実施するために、あなたの世帯は月額いくらまでなら負担金
として支払いますか。次の①～③の中から1つ選び、Oを付けてください。な
お、③その他の場合は ( )内に具体的な金額をお書きください。

50円  ③
000円  ⑦
円 )

<観光客向け>
仮に、全事業を実施するために、あなたはいくらまでなら寄付金として支払
いますか。次の①～③の中から1つ選び、Oを付けてください。なお、③その
他の場合は ( )内に具体的な金額をお書きください。

②

⑥

円

円

く

０

０

他

０

の

５

そ

①
⑤
③

1

円

円

０

０

０

０

３

０5

④

③

円

円

０

０

０

０

１

０3

①   O円
⑤ 500円
③ その他 (

50円  ③
000円  ⑦
円 )

②

⑥ 1

円

円

０

０

０

０

３

０5

④

③

円

円

０

０

０

０

１

０3
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費用対効果分析 (2)TCM(旅 行費用法)
<市民向け>
あなたは今後 1年間の間に、観光やレジャーを目的に長崎市の景観刷新モデ
ル地区に何回行きたいと思いますか。地区ごとに、事業を実施する場合、実施

しない場合、それぞれの ()内 に数字を記入してください。

次のモデル地区へ行 くために利用する主な交通手段と、所要時間・

費用をお答えください。該当するものにOを付け、 ()内 に数字を記
入 してください。

| 今後1年間に( )回
今後1年間に( )回
今後穏年 F口三に( )回

今後1年間に( )回
今後1年間に( )回
今後1年間に( )回

① バス・路面電車
i② 乗用車'二輪車
!③ 徒歩・自転車
l④ その他(  )

約(  )分

約(  )円

(  )人

① バス・路面電車
② 乗用車'二輪車
③ 徒歩・自転車
④ その他(  )

約(  )分

約(  )円

(  )人

l① バス・路面電車
i② 乗用車・二輪車―
③ 徒歩・自転車
l④ その他(  )

約(  )分

約(  )円

(  )人

中島川・寺町地区平和公園地区 東山手・南山手地区

所要時間

交通手段

21

費用対効果分析 (2)TCM(旅 行費用法)
<観光客向け>
あなたは今後 5年間の間に、観光やレジャーを目的に長崎市に何回訪れたい
と思いますか。事業を実施する場合、実施しない場合、それぞれの ()内 に数
字を記入してください。

あなたは長崎市を訪れるために利用 した主な交通手段と、片道の所

要時間 B交通費をお答えください。該当するものにOを付け、 ()内
に数字を記入してください。

約( )時間(  )分

約(     )円

(  )人

今後5年間に( )回 今後5年間に( )回

事業を実施しない場合事業を実施する場合

①
②
③
④
⑤

総鑢高速′ヾス離如

利用した

主な交通手段

乗車人数(乗用車の場合)

片道の交通費

片道の所要時間
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費用対効果分析 (1)便益

表 :単年度便益額

表 :適用する費用

費用対効果分析 (2)費用

表 :事業費一覧

23

表 :適用する費用

※新設以外 (舗装の美装化や建造物の

修景等)は既存施設の維持管理費と同
等とみなし、費用に算定 しない。 (国
と協議済み)

市民(億円/年 ) 観光客 (億円/年 )

CVM TCM CVM TCM

1.35 0.08 12.49 4.48

評価年度 適用する費用 費用 C(百万翔/年 )

平成 29年度 事業費 470,46

平成 30年度 事業賀'キ維持管理費 (一部を除く) 613.55

平成 31年度 事業費■維持管理費 (一部を除く) 491,13

平成 32年度以降 新設分の維持管理費 4_16

事 :末

番号
事葉名

事業賛 (百 万円 ,

日29年度 1130年 度 出31年度 合 計

1 夜闘暴観整綺事華 80'0 40345 lS4 05 01820

2 上田町出霙 [号線・2号線整備事業 2590 2600

3 稲佐出登曲遺衛路灯整候事業 4000 3'60 ,760

4 稲佐山登山通案内サイン整備事業 21111 完00

5 稲舷曲公園整備尊集 e800 患800

6 平和公園地区周蓮事薬 13!67 662, 12620 32423

,
松■,犠大機町線ξ松麒l犠交差点J13

か!観整1除事業
3200 ,700 4(J00

8 平野町穏口彗丁2号線整備事業 1600 4500

9
本石瑛町 1号擦ほか 3線 (観窪地区

路地,整婉事索
22S6 2258

10 中央公薗整備事業 2380 2380

11 鷹人選敷跡整備率葉 211(l 1128 10'2 24(Xl

12 痢山手環境聾1議事業
'880

2120 4C(Ю

la 出来大正軒補饉al擦 盤曲事業 2256 7100 9356

14 ′兵町伊良梯 ,寺 l環整備事業 4400 B400

15 涙町伊勢軒線整備率禁 20,4 3286 6200

16 江戸町 2号線塾輸事業 2000 2000

17 本石原町丸山町争良整蜂事業 10(Xl 10 CЮ

18 火鴻al下 雛 1号線襲餘事業 ,3110 13 CЮ

10 トイレと将導サイン整備事業 961 061

20 誘導票肉サイン挫購事票i ,V8 1 79

21 西小島館内町 1暑繰塾 1曲事黛 ,000 101,〔l

合 計 4'046 ゆ再354 41り 1 12 15フ 5,2

内 容
単l百

〔幻 )
9女量

費用

(手干l,等 j

卒蕪完了

年度

常jttT(新 設分
'の

盗気奉1金 2308002 i式 23980 平成 31年

犠j灯 〔折亀1分 ,の維持管 I留費 ,755801 1式 17559 平成 31年

案内サイン推椅曽理愛 438 ,基 04 平成 29年

騒琴サイン維持管理舞 438 5基 22 平成 29与

トイレ銹導サイン維持管1翠策 438 0基 26

合 静 4漕 501
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費用対効果分析 (3)費用便益分析
単位 :百万円

好農
虜BI準に
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喜 41後
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“
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表 (左 口上):費用便益分析

表 :算出結果

再評価の視点
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割引後の金額 (億円)
B/C

総便益 B 総費用 C

125.72 15,97 7.87

評価項目 評価指標 モデル地区選定時 再評価時点

(1)①事業を巡る社会情勢の変化

事業に対する地

元の理解、協力

等の状況

・事業地区内の関係権利者、周辺住民等の理解・協

力が得られているか。
・民間事業者等の地域の関係者との連携・協力が図ら

れているか。

・市議会会派からの政策要求
・「長崎サミット」において、夜景観光の推進について提言
・長崎商工会議所青年部の提言
・夜景プロモーション実行委員会
・長崎の夜景に関するあり方検討会議
※再評価時点において地元の意向に変化なし

上位計画の変更

上位計画等で、事業計画に重大な影響を与える事項

の変更がないか。また、変更がある場合対処方針はあ

るか。

長崎市第4次総合計画 上位計画に変更なし

関連計画の変更

景観法に基づく景観計画の区域や歴史的風致の維持

及び向上に関する法律に基づく歴史的風致向上計画

の重点区域に変更がある場合、事業は当該区域内で

実施されているか。

・観光立国ショーケース
・長崎市環長崎港夜間景

観向上基本計画
・長崎市観光振興計画
・長崎市景観基本計画

関連計画の変更なし

関連事業の進捗

状況

・関連事業に変更がないか。関連事業のスケジュール、

事業の整合性は図られているか。
関連事業はない 関連事業はない

社会経済状況の

変化

・周辺の人口、商業、経済等の動向において大きな変

動はないか。
・社会状況、交通状況等に対応した事業計画となって

いるか。

本市の人口転出数が日本一となり、人口減少が加速化

するとともに、斜面地における空き家・空地が増加してお

り、交流人口の拡大による地域活性化が求められており、

事業推進の必要性が増している。

景観資源の保有

状況

活用すべき景観の優れた地域資源及び外国人観光客

を呼び込める観光資源の保有状況に、滅失等の重大

な変更がないか。

国宝大浦天主堂の世界遺産登録やクルーズ船の誘致

により、観光客が増加しているものの、宿泊客数はほば

横ばいで推移している状況のため、事業推進の必要性

が増している。
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再評価の視点

27

対応方針 (原案)

◆ 本事業は、夜景の更なる魅力向上と景観まちづくりを推進すること
から、交流人口の拡大に寄与する事業である。

◆ 事業進捗については順調であり、地元の意向としても早期完成が望
まれている。

◆ 事業内容が評価されモデル地区に選定されたことから、代替案の可
能性は無い。

◆ モデル地区選定時から事業計画の変更が必要な情勢の変化がなく、
費用対効果も十分に見込まれる。

対応方針

(原案)

評価項目 評価指標 モデル地区選定時 再評価時点

(1)②費用対効果 B/C≧ 1.0 未実施 7.87

(1)③事業の進捗
状況

事業進捗の著しい遅れ、長期にわたる中断等が

ないか。
平成31年度完了

事業進捗に遅れはな
く、平成31年度事業
完了予定である。(2)事業の進捗の

見込み

・事業の推移に大きな変動はないか。
・事業の実施の目途が明確であるか。

(3)コスト縮減や代替案立案等

コスト縮減方策
建設資材、工法選定等によって建設コスト縮減が

図られるか。

これまで可能な限リコスト縮減を図つてきてお

り、事業効率化に大きく寄与する新たなコスト

縮減は見込めない。

代誉案の検討 設計内容、整備内容等について代替案があるか。
事業内容が評価されモデル地区に選定され
たことから、代替案の可能性は無い。

継続
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【事業の経緯】                 別添資料 1

道建-3  主要地方道長崎南環状線(新戸町～江川町工区)事業の経緯
審議経過

再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

当初
(H28新規評価)

H28 H37 160.0 2.60
延長=5.2km
幅員=6.5(10.0)m

第1回審議
(H30:今回)

社会経済情勢
の変化等

H28 H42 250.0 1.57

,事業費の増額と期間の延長
延長=&2km
幅員=6.5(10,0)m



再評価結果 (平成30年度事業継続箇所)
担  当 課 :長崎振興局 道路建設課
担当課長名 :平 博敏

事業

区分 地方道

襄業

主体 長崎県

事業名

主要地方道賞幡留婆駅線 (撃討 ～謎甘1諦ェ区)

起終点 自:貿露東宴齢 笙指蒔曽千瞥 至:賞幡県宴齢 虻甘1苛 延長 5. 2 km

事業概要  :主要地方道長崎南環状線 (新戸町～江川町工区)は、国道499号の交通を分散することで、慢性
的な交通混雑を緩和するものである。また、「都市計画道路長崎外環状線」の一部を形成し、地域間の交流

促進や産業振興 日観光振興の活性化に寄与するものである。

H28年度事業化 H27都 市計画変更 H30年 度用地着手 H30年度工事着手

全体事業費 約 250億 円 進捗率 約 30/0 用済延長 kn

計画交通量 12, 100台 /日  (H42)
費用対効果
分析結果

(事業全体)11 57

(残事業)1・ 71 蹟:雪阜写4告ξ:1旱1昇1坤甘日平成 31年
B/C

円

事 業 費: 172.5/190,06億円
維持管理費:0.93/0.98億円

B/C=1.42～ 1.73(交通量 ±10%)【残事業】B/C=1.56～ 1,91(交通量 ±10%)
事業費変動 :B/C=1.43～ 1.75(事業費 ±10%)
事業期間変動 :B/C=1.37～ 1.78(事業期間±3年 )

B/C=1.58～ 1.92(事業費 ±10%)
B/C=1.58～ 1.89(事業期間±2年 )

残事業 (全体事業)について感度分析を実施

B安全性の向上 (国道499号の交通の集中が緩和され、交通事故の危険性の軽減、安全な交通の確保)
・物流生産性の向上 (長崎自動車道と直結することに伴う長崎港へのアクセス向上 )

の に 通勤通学、経済活動、救急搬送の向上 )

」より 要望が行なわれている。」

B三菱重工 (株l長崎造船所香焼工場が、大型船の建造と海洋構造物の製造を担う三菱重工海洋鉄α岡(株)に
平成30年 1月 1日分社化。

に 日 として平成27年7月 に登録。

30/o 30 49 8%(平成31年 2月末時点)3

で し し

多い江川町側の用地取得が課題。引か っ に よ

き用地 L工事の進捗を図り、早期供用を目指す。

| よ CЛ多

対応方針 i事業継続

事業の必要性を考慮した場合、事業継続が妥当と判断される。



事業箇所
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《標準断面図》
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※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
の 。



平成30年度
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道建-3道路改築事業
主要地方道長崎南環状線

(新戸町～江川町工区)

長崎県

1

今回再評価に臨時に諮る理由

全体事業費・事業期間の変更

・全体事業費:160億円⇒250億円 事業期間 :平成28年度～平成37年度⇒平成42年度

υ
来年度第1回 目の再評価委員会に諮る予定であつた。

交付金事業から個別補助事業(平成31年度～)への移行手続き

【事業の移行に至つた経緯等】
Eこれまで、空港・港湾等へのアクセス道路については、交付金事業を充当して整備

を行つていた。
・H31年度より、交通拠点連拠を図り、物流の効率化など生産性向上に資する空港日港
湾等へのアクセス適路の整備について計画的かつ集中的に支援するための新たな補

助制度が創設された。
・今後、供用に向けた集中的な予算の充当が必要となることから、個別補助化することで

予算の確保の観点から有利となる。

ё
平成31年度から個別補助事業に移行するため、臨時に再評価に諮

再評価に至つた理由 (1)

る必要が生じた。
2
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◆事業の目的

主要地方道長崎南環状線 (新戸町～江川町工区)」 は、国道499号の渋滞緩和と安全性の向上、
及び長崎港へのアクセス強化による物流生産性の向上を目的として行う事業。
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事業概要

・ H28年度事業化

・ H42年度末まで

事業進捗率 2.9%(事 業費ベース)

【整備状況】
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事業の必要性 (交通混雑の緩和)
・国道499号は朝夕を中心に慢性的な交通混雑が発生しており、通勤通学や経済活動、救急患者の
搬送に支障をきたしており、都市機能の低下を招いている。
・主要地方道長崎南環状線を整備することにより、交通の分散を図り、国道499号の交通混雑を
緩和する。
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・国道499号の小ヶ倉交差点、江川交差点は交通事故が多発しており、交通事故多発交差点
として公表されている。
・主要地方道長崎南環状線の整備により、国道499号への交通の集中が緩和されることから、
交通事故の危険性が軽減され、安全な自動車交通の確保に寄与する。
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回と主要渋滞箇所

323百台 /12h
混雑度 1.38

1

175百台 /12h
混雑度 1.02

【小ヶ倉交差点付近】

事―業の必要―性 (安全性|の向上)

□ :主要渋滞箇所

0
二耳主i■柱



事業の必要性 (物流生産性の向上)
日主要地方道長崎南環状線の整備により新戸町 IC～長崎港間の所要時間が短縮されるこ
とで、長崎港今のアクセスが向上し、長崎港と長崎iCを結ぷ物流のネットワークの強化や生産

性の向上に高い効果が期待される。
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◆長崎港総取扱貨物の内訳 (2017年速報値)

【幕曲】         【移入】

長崎
‐
由環状線

町工 区

,,所要鱗闘
約14分

.::|すf
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一
マ
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要地方道 長埼南

新戸賄～江〕こ1町工区

凡 ,J

▲出典 :長崎港湾・空港整備事務所HP(港湾統計 )
●

7

【事業費増】 160億円 (前回)→ 250億円 (今回)
・当初、既存資料をもとにした概略設計により事業費を160億円と算出していた。新規
評価採択後、地賞調査などの詳細な調査をおこなつた結果、事業資が250億円となつた。

戸霊TiC'お =

，鰯
■1111

物 事業箇所

主要渋滞箇 F∫r

車とと 発箇西

野

11

#＼ 姦循市衛
｀

再評価に至った理由 (2)

全体事業費1160億円 全体事業費250億 円 (90億円の増工 )

H276【 H28新規評価】

概略設計

,大まかな地形・地質状

況が判る既存資料 (公開
されている地形分類図、

地質図、危険箇所区域図

等)をもとこ、設計。

交通量 地質の詳細調査 施工計画の変更

交通解析

警察協議

・交通解析した結果、ラン
プ交通量が5000台 /日を
超過したことにより、警察
協議をおこない、平画交
差方式から、立体交差
方式に変更

陛斤層破砕帯が確認され
たため、掘削パターン
(Cパターン⇒Dパター
ン)の変更及び補助エ
法の追加

・地すべりの影響が懸
念さたため、盛土・擁
壁構造から橋梁形
式に変更

山側の地形改変に

伴い、水道用水の悪
化が懸念されるた

め、迂回路を仮橋
に変更

・受け入れ可能な処分先
で最も安価な残土処分
場 (布巻町⇒小江町 )
に変更

ボーリング

弾性波試験・電気探査

トンネル詳細設計インターチェンジ設計

・ボーリング

・現地踏査

構造物詳細設計

地元協議

仮設構造物設計

残土処分場の受入中止

施工計画作成

H2910 H2912 H3011H287

(約36億円増 )(約 366億円増 ) (約 334億円増 )

H293

(約61億円増)  (約 103億円増 )

新規評価時 事業化後

8



再評価に至つた理由 (2)
【事業費増】160億円(前回) 250億円 (今回)→

ヽ _

こ

F‐■、

[  よ

0

9

①関係者機関協議による増
交通解析を行つた結果、 IC部の日平均交通量が5,000台以上であったことから、警察と協議をおこない、
交通の安全性及び円滑化を向上させるため、インターチエンジの形式を変更

変更前
新戸町IC
Dランプと0ランプ交差部を平画交差で計
画していたが、警察との協議の結果、一時
停止をなくし、立体交差により上下線を分
離することにより交通の安全性及び円滑化
の向上を図る。

変更後 立体交基形式

,C

増額 主な増額理由事業資増の内容

1)新戸町ICにおいて、警察との協議の結果、安全性の向上及び交通の円滑化を向上させるため、ICの形式を変更し
ナこことに伴う増Э関係者機関協議による増 約46億 円

2)地元との協議属周整の結果、迂回路を山倒からダム湖内の仮橋に変更したことに伴う増

1)盛土、攘壁で計画していたが、現地踏査及び地貨調査の結果から、地すべりの影響が懸念されるため、橋梁に変更
したことに伴う増約40億 円

2)トンネル地買調査の結果、断層破砕帯が確認されたため、掘削パターシ及び補助工法を追加したことに伴う増

D土質の相違に伴う増

Э残土処分場の変更による増 約 4億円 1)残 土処分先において、当初想定していた処分場の受け入れが終了したことから、処分先の変更

計 90億 円

再評価に至つた理由 (2)

一時停止

至 女神大橋

ボックス

至 長崎IC

至 女神大橋

至 女神大橋

10
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穏
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酉

瞬

①関係者機関協議による増
E(仮称)6号橋、(仮称)7号橋において、下部工施工に伴い、現道が通行止めとなるため、迂回路を計画
していたが、地元との協議調整により、仮橋に計画を変更。

奮

J;II]よ 掃i十 開

,'I:!il十 1∫ |:i
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ir

■
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②土質の相違に伴う増
日現地踏査及び地質調査の結果、地すべりの影響が懸念されるため、橋梁に計画を変更。
(仮称)8号緒
口盛土及び擁壁で計画していたが、崩積上が厚く年地すべり地形を呈しており、地形改変に伴う地すべりの影響が懸念されたため

構造形式を補梁に変更したことによる工事費の増 45m
変更前

|｀

モキニ11ⅢⅢII=<|■ i■

地 形

至

‐導|

当初迂回路計画

碧初ェ上回路甜団

7号橋Pl橋脚迂回路 (仮橋)
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再評価に至つた理由 (2)

トンネル

②土質の相違に伴う増
Bトンネルにおいて、地質調査の結果、断層破砕帯が確認されたため、掘削パターンを変更する。

また、補助工法を追加する。

当初 変更

73m

堺

騨
嶺

D

地貢口凡例

Dパターシ :17%

鋼製支保エ

CI
1770m

89ヽ

Dパ Iターシ :569も
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DⅡ[― a 軟
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捏 B
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壇霞毎 D tt a
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4ⅢDI

922節

43再

断層破砕帯 Cパターン⇒Dパターン変更区間 約841m
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O地質縦断図
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補助工法追加 (長尺
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再評価に至つた理由 (2)

CⅡ 硬

ロックボル ト 墜
長さ 30m
延長方向 12m間 隔
周方向  15m間 隔

充,自式フォアポーリング

長さ 31肺
延長方向 10m間 隔
周方向  06m間 隔

鋼製支保エ

ロックボル ト 8杢

長さ 40m
延長方向 10m間隔
周方向  12m間 隔

DI― b 硬

DⅡ -2 軟

3日製支保エ

10m間 隔
12m間 隔

ロックポル ト とC杢
長さ 40m
延長方向

周方向

補助工法 鋼製支保エ

ロックボル ト 魅
長さ 40m
延長方向 10m間 隔
周方向  12m間 隔

O変更

生

0支保パターンの資翼



再評価に至った理由 (2)

高臨通路

―崚田道

書伴寺通路

離を重路

対象区側
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《長埼譲おヽ通町〕
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変更前

③残土処分場の変更による増

口残土処分先について、当初想定していた残土処分場の受け入れが不可となつたことから、処分先を変更

15

【完了工期】H37(新規事業評価時)→ H42(変更)
◆完了工期の延伸 (+5年間)

①境界立会いなどの地元調整により、測量設計に時間を費やしたことによる、用地買収の
着手時期の遅れ。 (約 1年 )

②トンネルの掘削パターンにおいて、地買調査等の結果、断層破砕帯が確認されたことか
ら、掘削パターン及び補助工法を追加したことによる工事期間の見直し。 (約 1年 )

③地元協議の結果、工事用道路として想定していた市道の改良が困難となつたことに
よる運搬路等、施工計画 (トンネルを工事用道路として使用)の見直し。 (約 3年 )

土工事③

■
.、 至

用地買収通れ①
｀`
・.
/

再評価に至った理由 (3)

至 長崎IC

至 女神大橋

16

工事用道路③
至長崎市生

至 香焼



費用対効果分析

【B/C】 2日 6(新規事業評価時)→ 1日 57(今回)

〔マイナス要因〕
・事業費の増 (関係機関協議による IC形式の変更等)
・工期の延長 (各種対策工事の追加に伴う事業量の増加等)

17

対応方針

(原案)
事業継続


